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トラベルキャリアと中高年層の阻害要因が中高年層の旅行動機に与える影響について東京都立大学主催の「プ

レミアム・カレッジ」に通う 51～76歳を対象に、海外旅行に関して選択回答式 webアンケートを実施した。そ

の結果、旅行回数が増えると旅行の動機が高次化するという Pearceの Travel Career Ladderの考え方とは異なり、

本研究では、阻害要因の影響も含め、動機の高次化の傾向は見られなかった。むしろ低次とされる「生理的欲求」

「安全欲求」動機を中高年層はより重要視することがわかった。 

 

キーワード：トラベルキャリア（travel careers）、阻害要因（constraints ,inhibiting factors）、旅行動機（travel     

motivation） 

 

１． 本研究の背景と目的 

日本では 50 歳以上の人口割合が増えている。

2024年頃には 50歳以上が 50％を超えるという推

計があり 1)、中高年層をターゲットとした旅行の

促進が求められる。一方で中高年層の旅行実施率

が他の年代と比べて必ずしも高くないことを示

すデータもある。2) 

中高年層のさらなる旅行促進のため、彼らの旅

行経験、現在の旅行動機、および両者の関係を理

解することは実学的価値があると考えられる。 

また、旅行経験と動機がどのように関係しうる

かは、後述する Pearce ら（1983, 1988, 1990）の

Travel Career Ladder（略して TCLという）の理論

を問う学術的意味でも興味深いテーマと考えら

れる。 

TCLでは、旅行の動機は旅行回数が多くなると、

自己実現などを求めるレベルへと高次化すると

される。この考え方に照らすと、一般に他の年齢

層よりも旅行経験（回数）を積んでいる中高年層

の旅行動機もまた旅行経験の影響を受けて高次

化している可能性が考えられる。その一方で、体

力など中高年層の旅行を阻害する特有の要因も

予想され、彼らが生理的欲求、安全欲求などの低

次の欲求を旅行に求める可能性もある。 

これらをふまえ、本研究では日本の中高年層の

動機の変化と旅行経験（回数）及び阻害要因の関

係を明らかにすることを目的とする。 

（本研究では Pearce の TCL の旅行動機が

Maslow の 5 段階欲求に沿って議論されたのを受

けて、5 段階欲求を動機におきかえて取り扱う。） 

 

２． 先行研究 

旅行動機と旅行経験の関係を示す学術的理論

は 1980 年 代 に さ か の ぼ る 。 Maslow 

(1973,19813),19874))は欲求の階層理論（生理的欲求、

安全欲求、所属と愛の欲求、承認欲求、自己実現

欲求）に基づいて低次な欲求から出発してそれが

満たされると欲求が高次化していくとした。（図

1-1） 

Pearce，Caltabiano (1983)5), Pearce (1988,1990)は

Maslow の理論に倣って、旅行の動機も旅行経験

（回数）が増えると、低次なものから高次な動機

に向かって進んでいくと考えた。この理論を

Travel Career Ladder（TCL）という。 
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TCL が示す旅行経験と旅行動機の高次化の関

係に関しては異論が少なからず呈されてきた。

Ryanら(1998) 6)は TCL研究の an appraisal(鑑定)を

行いさまざまな研究結果から理論が曖昧である

ことを示した。   

Pearce, Lee（2005)7)は、旅行回数が多い人と少な

い人の動機がどう違うのかを検証し、経験豊富な

旅行者ほど「ホストサイトとの関わり（異文化体

験）」、「自然との関わり」を重視することを明らか

にした。 

このような流れの中で TCL の理論の見直しが

行われ、Pearceは動機を中核層、中間層、外層の

３層に分類し Travel Career Pattern (TCP) 8)という

理論も示した。 

日本人に関しては、観光動機などに関する研究

は盛んにおこなわれている。佐々木（ 1996 

9),2000,2005）は、旅行動機は①逃避やリラックス

に関わる「緊張解消」、②レクリエーションや楽し

みに関 わる「娯楽追求」、③人間関係の拡大や強

化に関わる「関係強化」、④異文化への理解や知識

に関わる「知識増進」、⑤自尊心の向上や自己成長

に関わる「自己拡大」と Maslow の 5 段階欲求に

近い5次元に集約できるとした。林ら（2004,200810)）

も自己拡大、文化見聞・自然体験、現地交流、健

康回復など類似の動機を抽出している。布施ら

（2005)11)は、旅行回数とトラベルスキルには強い

相関がないこと、質的側面がトラベルスキルに影

響を及ぼしているとした。 

一方、旅行経験と旅行動機の関係や日本人中高

年層の TCL の理論の検証は十分にされていない

ようである。 

また Maslow のアプローチは人生における高次

化理論であるのに対して TCL は旅行に焦点を当

てたものになっている。すべてが相関するわけで

はなく、動機の変化は複雑な要素がからみあって

いる。 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 Maslowの 5段階欲求 

中高年層の旅行動機の変化の説明要因として、

旅行経験の蓄積だけではなく、旅行阻害要因も無

視できない。阻害要因については、旅行の動機を

考える際には、「旅行を思いとどまらせるもの」と

してあわせて検討した方がよいと考えた。中高年

時には健康問題などが旅行の阻害要因となる 12)

ので、衛生・安全への動機が高まるのではないか

と考え、先行研究にもあたった。 

Crawford 、 Godbey（1987）13)は旅行の阻害要

因を個人的、対人的、構造的要因に分類して分析

を行った。中村ら（2010,201314) ),林（2011）は阻

害要因と動機などとの関係について分析を行っ

た。阻害要因の知覚レベルは、動機づけのレベル

に対して負に影響する、同居配偶者の不在は、中

高年層にとっては 大きな阻害要因になるとして

いる。 

 

３． 調査対象者 

調査対象者は、東京都立大学主催の「プレミア

ム・カレッジ」に通う 51～76歳で、平均約 63歳

の方々。「プレミアム・カレッジ」とは、50 歳以

上の方を対象とした講座である。東京をフィール

ドに豊富な資源を最大限活用したカリキュラム

となっている。入学にあたっては、小論文と面接

の選考がある。一般的な中高年層に比べ向学心・

通学意欲のあるアクティブな方々であり調査対

象者に偏りはあるため結果の解釈には注意が必

要である。 

４．調査概要 

web アンケートを 80 人にメールにて送付し、45

人から回答を得た。 

表 1 回答者の年齢・性別・学校歴 

年齢 性別 学校歴 

50代 13人 

60 代 26人 

70代 6人 

男性 

22人 

女性 

23人 

高等学校卒業 5人 

短大専門学校卒業 11人 

大学卒業 24人 

大学院卒業 5人 

計 45人 

過去の旅行の代表として「過去一番よかった海

外旅行」の動機と、その後旅行回数を重ねた中高

年時の現在「今後行きたい海外旅行」の動機を阻

害要因と合わせて調査した。 
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※コロナ禍による旅行動機や旅行阻害要因へ

の影響をなるべく排除するためアンケート内で

「コロナの影響や感染症の影響はなく、平常時と

いう想定でお答えください」と明示した。 

(1)調査期間 2020年 8月 21日～9月 10日 

(2)回答者プロフィール 

1)60代中心、高学歴者が多い。 

2)海外旅行回数が多く海外旅行にお金を使える

経済的に豊かな人が多い。1～500回の海外旅行の

経験がある。50 回以上も 13 人。年間に使える金

額も 11～30 万円が一番多く 19 人(42.2%)である。 

 

５．調査結果：全体傾向 

（１）「過去一番よかった海外旅行」と「今後行きた

い海外旅行」の動機比較 

Maslow の 5 段階欲求説を動機に対応させ、各

動機の当てはまりの強さを「当てはまる」から「全

く当てはまらない」の 5段階で聞いた。 

「過去一番よかった海外旅行」と「今後行きた

い海外旅行」の動機の変化は、高次とされる動機

「自分を成長させたい」「自尊心を満たしたい」の

「当てはまる」の数値はそれぞれ過去 24％→今後

33%（＋9％）、過去 7%→今後 9%(＋2%)と高くな

っている。一方低次の動機とされる「安全に過ご

したい」「衛生的に快適でありたい」も過去 49%

→今後 56%(＋7％)、過去 40%→今後 53%(＋13%)

と高くなっている。阻害要因などの影響を受け高

次のみに動機が強まらないことが考えられる。 

過去の動機と旅行回数が増えた段階の中高年

時現在の動機に関して有意差があるか対応のあ

る t検定を行った。高次の動機とした「自分を成

長させたい」「自尊心を満たしたい」は％の値とし

ては旅行回数の多くなった中高年時の方が当て

はまりへの評価が高いが、有意差は見られなかっ

た。一方「衛生的に快適でありたい」は中高年時

の動機において当てはまりの強さへの評価が有

意に高かった。 

（２） 動機の変化に影響を与えるもの 

旅行の動機の変化に影響を与えるものとして、

「旅行回数」「ライフサイクル」「年齢」の影響度

について調査したところ、ライフサイクルの影響

を「とても」とする人が 27%と一番多かった。旅

行回数の影響を「とてもある」とした人と「全く

ない」とした人は 20 %と同数で意見が分かれた。

旅行回数の動機への影響は人により違うことが

読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 5段階欲求を動機項目としたもの 

 

図 2-1過去一番よかった海外旅行の動機 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 今後行きたい海外旅行の動機 

表 2  対応のある t検定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3海外旅行の動機の変化に影響を与えるもの 
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図 4 今後行きたい海外旅行の阻害要因 

（３） 阻害要因 

Crawford , Godbey（1987）の観点、中村（2013）

の項目をベースに中高年に発生しそうな阻害要

因を確認した。プレミアム・カレッジ生の中では、

「とても阻害する」「まあ阻害する」との回答はほ

とんどなく健康不安も含めて阻害の認識は低い。

その中で、滞在不安（治安）・滞在不安（衛生）が

それぞれ 31%・29%人と 1、2番目に高い。Maslow

型動機で低次とされる「安全に過ごしたい」「衛生

的に快適でありたい」とも一致しており、これら

の阻害要因は、中高年時の旅行動機と相関がある

と考えられる。 

 

６． 調査結果：旅行回数別傾向 

調査対象者を海外旅行の旅行回数に応じて比較的

均等になるように 3群に分けた。具体的には、少回

数群（1～10 回：16 人）、中回数群（11～49 回：16

人）、多回数群（50回以上：13人）とし、動機と阻

害要因を５段階評価の平均値で比較した。 

 動機は、図 2-1 と同じ動機項目を「当てはまる」

を 5～「全く当てはまらない」を 1 とする 5 段階の

平均値で比較し、阻害要因は、「とても阻害する」を

5～「全く阻害しない」を 1とする 5段階の平均値で

比較した。 

（１）旅行回数と「過去一番よかった海外旅行」と

「今後行きたい海外旅行」の動機比較 

多回数の人ほど、「過去一番よかった海外旅行」

で「衛生的に快適でありたい」の動機が高い。「過

去一番よかった海外旅行」も「今後行きたい海外

旅行」も「自分を成長させたい」の動機は回数別

の３カテゴリーの中で低くなっている。 

次に、多回数の人と少回数の人とで「過去一番

よかった海外旅行」の動機と「今後行きたい海外

旅行」の動機の「当てはまる」の度合いに有意な

差があるのかを見るためにマンホイットニーのU

検定を行った。結果、どちらも有意差は見られな

かった。旅行回数別の検証からも、旅行回数の多

い人ほど動機が高次化するとは必ずしも言えな

い。 

表 3  回答者の旅行回数と人数 

少回数の人数 中回数の人数 多回数の人数 

1回 2人 

2～10回 14人 

11～20回 7人 

21～49回 9人 

50～99回 4人 

100～500回 9人 

計 16人 計 16人 計 13人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1旅行回数別 過去一番よかった海外旅行の

動機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2旅行回数別 今後行きたい海外旅行の動機 
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表 4過去旅行の動機マンホイットニーの U検定 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5中高年時の動機マンホイットニーの U検定 

 

 

 

 

 

 

 

（２）旅行回数と阻害要因 

旅行回数が少ない人の方が阻害要因の認知度が

高い傾向にある。特に「現地の言語・コミュニケー

ションへの不安（言語不安）」に対する阻害認識が多

回数の人の 5段階評価で平均が 2.15であるのに対し

て、3.25と高い。滞在不安（衛生）や健康が不安（通

院、年齢）なども少回数の人の阻害の認識は高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 旅行回数別 現在の阻害要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．考察・結論 

旅行回数が多くなると動機は Maslow 的に高次

化するのかに関して 3つの観点から考察する。 

（１）「過去一番よかった海外旅行」と中高年時の現

在の「今後行きたい海外旅行」の動機比較からの検

証 

webアンケート結果からは、全体傾向として中

高年時の動機の方が「自分を成長させたい」の「当

てはまる」の数値が高かったが、検定結果として

有意差は見られなかった。 

TCLでは、動機は「衛生」「安全」といった低次

の欲求から高次に向けて進むとしたが、本調査で

は、旅行に関しては旅行回数や年齢が上がるほど、

より「安全」「衛生」を重要視するという逆方向の

結果となった。検定でも「衛生的に快適でありた

い」の項目で旅行回数の多くなった中高年時に高

くなるという点で有意差が確認できた。 

旅行回数別の調査結果からも旅行回数の多い

人の動機が高次化していることは導けなかった。 

（２）旅行の動機に影響を与えるもの（旅行回数、

ライフサイクル、年齢）の観点から検証 

旅行回数よりもライフサイクルの方が動機の

変化への影響があると回答した人が多かった。旅

行回数の影響に関しては、意見が分かれたことか

らも回数による一律の動機への影響がないこと

が想定される。 
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（３）阻害要因の観点から検証 

今回の調査対象者は阻害要因を感じている人

は総じて少なかったが、滞在不安（治安）、滞在不

安（衛生）で比較的高い数値になった。こういた

阻害要因の認識が、Maslow の 5 段階欲求では低

次とされる「安全欲求」「生理的欲求」に関わる動

機を旅行回数の増えた中高年時により重視する

ことにつながっていると考えられる。また旅行回

数の少ない人で多くの項目で阻害の認識が高い

ことがわかった。阻害要因の認識と旅行回数はあ

る程度相関があると考えられる。 

3 つの観点から検証したが、旅行回数が増える

ことによって、Maslow 的な動機が高次化するこ

とは導けなかった。むしろ阻害要因の影響などを

受けて、旅行回数の増えた中高年時に低次の動機

の方向に向かうという結果となった。 

本調査では、コロナの影響のない平常時の想定

での回答を求めたが、中高年層の方々のこういっ

た意識がさらに高まっていくこと考えられる。コ

ロナ禍を受け、中高年の観光促進においては今後

さらに重要な観点になると考えられる。「生理的

欲求」「安全欲求」に対する具体的な施策などを丁

寧に訴求していくことが阻害要因の認識を低減

させ安心感を高め、旅行を促進していくことにつ

ながると考えられる。 

 

８． 今後の研究課題 

今回は「プレミアム・カレッジ」というという

学ぶ意欲や生活にゆとりのある中高年層への調

査からの考察となった。こういった層の動機の高

次化については検証ができたと考えられる。一般

的な中高年層に広げての調査で差がみられるか

については、さらなる検証が必要である。 

また今回は Maslow の 5 段階欲求に対応した動機

での調査結果のみとしたが、他の高次化に紐づくよ

うな動機にも広げて検証していくことが考えられる。 
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